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研究内容 

 

①これまで特発性（原因不明）とされてきた Bell 麻痺患者の血液および唾液から水痘帯状疱疹ウイルス（varicella 

zoster virus; VZV）を証明し、膝神経節での VZV 再活性化が顔面神経障害重症化の要因であることを突き止め

た（図１）。これを受けて、従来の副腎皮質ステロイドに加え、抗ウイルス薬を効果的に併用することで、治癒率の向

上に結びつけた（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②小児睡眠時無呼吸症（obstructive sleep apnea; OSA）の主な原因は口蓋扁桃およびアデノイド肥大であり、扁

桃摘出術＆アデノイド切除術が治療の第 1 選択となる。しかしながら手術の適応となる重症度診断および治療効

果の判定が難しいため、この目的で携帯型簡易モニターを導入した（図３）。結果、乳幼児においても安全確実に手

術の治療効果があげられることを証明した（図４）。 
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